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D.考察 

 ヒブによる侵襲性感染症は、平成 25 年、平

成 26 年は 1 例も認めなかった。肺炎球菌によ

る侵襲性感染症は、PCV7 の普及により、血清

型19AおよびPCV13に含まれていない血清型が

主であった。今後、PCV13 の普及により、血清

型 19A による IPD の減少が期待できる。同時

に、PCV13 の接種率の上昇によって、更なる血

清型の置換が起こらないか、今後の侵襲性肺炎

球菌感染症の血清型の変化に注目が集まる。 

 

E.結論 

 新潟県において、平成 2６年、ヒブによる侵

襲性感染症は報告されず、侵襲性肺炎球菌感染

症は、髄膜炎 1例を含む計９例であった。今後

の PCV13 の普及によって、更なる血清型の変化

が見られるかについて、継続的なモニタリング

が必要である。 

 

F.健康危険情報 

 なし 

 

G.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

なし 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


